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第７章 津山市環境方針と第２次計画の推進 

第１節 津山市環境方針の内容 

環境方針とは、自治体や企業などの組織体が環境に関して配慮する内容を、その組織

体の最高責任者が表明するもので、環境に関して「ヒト・モノ・カネ・情報」といった

経営資源を配分して、環境業績をどのように挙げるかを表明します。 

津山市の環境方針は、平成 23 年４月１日に津山市長が定め、その内容は以下のとお

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津山市環境方針 

１ 基本理念 

 津山市は，中国山地の裾野に位置する，清流と豊かな白然に囲まれた歴史と文化の薫るまちです。

しかし，近年，私たちの社会経済活動の拡大に伴うエネルギーや資源の大量消費が要因となって，

地球温暖化，オゾン層破壊といった地球規模の環境破壊や，里山里地など身近な自然の荒廃，廃棄

物の増加等の様々な環境問題が発生しており，その対策は，急務となっています。 

 津山市では，このような様々な課題を解決し，次世代により良い環境を継承していくために，環

境マネジメントシステムの運用を通して，市の事務事業における環境への配慮に努めるとともに，

職員一人ひとりが共通の認識のもと，環境負荷の低減に向けて継続的な改善に取り組んでいきます。

 そして，市民，事業者及び市民団体，行政がともに行動し，津山市環境基本計画の目標である環

境将来像「刻
とき

を積み いのちはぐくむ水，土，緑 未来につなぐ にぎわいのまち」の実現を目指

します。 

２ 基本方針 

 （１） 一事業者として環境にやさしい事務事業を推進し，特に以下の項目を重点的に取り組み

ます。 

① 省エネルギー，省資源，廃棄物の削減及びリユース，リサイクル，グリーン購入を推

進します。 

② 環境に配慮した公共工事を推進します。 

③ 環境保全や環境改善に関する施策を推進します。 

 （２） 事務事業による環境への負荷の低減に努め，汚染の予防と改善に取り組みます。 

 （３） 環境関連法規や条例，規則その他の津山市が合意する事項を遵守します。 

 （４） 環境目的，目標を定め，見直しを行いながら，環境マネジメントシステムの運用及び継

続的改善に努めます。 

 （５） 環境方針は，市の職員，市民及び事業者等に対して周知するとともに，市のホームペー

ジ等を通じて広く一般に公表します。 

 平成 23 年４月１日 

                           津山市長 宮地 昭範 
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第２節 津山市の環境マネジメントシステムと第２次計画の推進 

環境マネジメントシステムは、企業活動が環境に及ぼす影響を最小限に食い止めるこ

とを目的とし、環境に悪い影響を与える要素を抑え、良い影響を与える要素を伸ばし、

継続的に向上させる仕組みです。 

津山市では、市役所内での事務事業の管理運営を中心としたエコオフィスを実践する

ために、平成 12 年９月にISO14001 認証取得の方針を明らかにし、平成 14 年３月に認証

を取得しました。その後、平成 18 年４月には審査登録機関の認証によらず、ISO14001

の規格を自ら宣言する「自己適合宣言」をすることによって、市の環境政策に即した環

境マネジメントシステムに移行することとなりました。 

 

 

 

 

 

平成 22 年３月には事務事業における環境配慮の徹底と職員の環境保全の意識向上を

図ることを目的として、また、複雑な会議体や事務手続きの簡素化等も行うために、

ISO14001 規格を見直した新たな運用や責任体制等を定めた基本制度「津山市環境マネジ

メントシステム」を定め、平成 24 年度から本稼働を行っています。 

 

津山市の環境マネジメントシステムは、市が行う事務事業における環境配慮及び環境

保全に関する行動を適切に実行することを目的としており、市長を環境管理統括者とし、

副市長及び教育長並びに特別理事を環境管理副統括者に充てること等によって、システ

ムの確実な実施、また管理に必要な人的、物的及び財政的資源を確保する責任体制を構

築しています。 

津山市の責務は、市民福祉サービス向上を行うことであり、その責務を果たすため

様々な業務を行っています。市の業務に対し環境への配慮や保全を行うことで、地域へ

の間接的な影響があることから、継続的に自己評価を行い改善を図っていきます。 

  

○自己適合宣言 

 ISO14001 規格への適合を「自己決定し自己宣言する」こと。このことは規格の序文及び適用範囲の項

において明記されており、外部機関による審査登録以外の手法を認めている。 
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第４章に掲げた基本的な環境施策では、各主体の取り組み方針を示しています。 

第２次計画を市民、事業者及び市民団体の理解や協力を得て実行するには、津山市（行

政）による率先行動とともに、各主体の自発的な取り組みを促す支援等が必要です。庁

内での環境施策方針の明確化、「地球温暖化対策地域推進計画」や「津山市再生可能エ

ネルギー導入推進実行計画」等の各計画の見直しを行い、津山市の環境に対する姿勢を

内外に積極的に情報発信していきます。 

また、津山市の環境将来像の実現には、市民、事業者、市民団体及び津山市が協働で

行動し、継続的な環境改善活動を行うことが必要であることから、今後、様々な環境施

策について効果的で適切な展開を行うため、環境マネジメントシステムでの進行管理を

行っていきます。 
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